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日時 2017年 8月 19・20日   場所 北海道科学大学 

          特設アーチェリーレンジ 

 

主催 北海道学生アーチェリー連盟 

 

  

                               

                             



大会役員         競技役員 

大会会長  松木 けんこう         審判長     倉知 敏博 

大会副会長 伊藤献一            ＤＯＳ     内山 心夢 

大会参与 伊藤 献一   競技委員長   髙木 洋旗 

大会委員長  辻  友穂           審判員     競技係員 

大会副委員長 金子 拓実           放送      競技係員 

大会総務 内山 心夢           計時      競技係員 

審判部  髙木 洋旗      記録補助員   記録係員 

大会記録 馬場 塔子 

大会財務 森明 竜馬    

大会技術 内山 心夢 

報道写真 氷見谷 馨     

資材管理   長谷川 俊介 

大会進行   高橋 由也 

 

 

 

 

 

タイムスケジュール(予定) 

○予選オープンラウンド 

選手集合 ９：０５   行射（70m①） １０：３５ 

受付  ９：１５   昼食(補充込み) １３：３５ 

開会式 ９：３０   試射（70ｍ②） １４：３０ 

用具検査 ９：４０   行射（70m②） １５：００ 

試射（70ｍ①）１０：０５   記録発表 １７：５０ 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

○２日目 男子決勝ラウンド１回戦（各グループの対戦は３０分） 

     （フリープラクティスは９：５０～） 

受付          ９：３０     女子決勝 １５：３５ 

 DOS注意及び                 男子決勝    １６：００ 

 用具検査        ９：４０     （＊注意１７ 参照） 

閉会式     １６：３０ 

 男子一回戦      

ABグループ       １０：１５   

 CDグループ       １１：５０      

男子二回戦       １２：２５     

昼食           １３：００   

男子準々決勝、女子一回戦 １３：４５      

男子、女子準決勝     １４：２０   

男子、女子三位決定戦   １４：５５      

 

 

式次第 

―開会式―   ―閉会式― 

  １．選手整列   １．選手整列 

  ２．開会宣言   ２．成績発表 

  ３．国旗連盟旗掲場  ３．表彰 

  ４．大会会長挨拶  ４．大会副会長挨拶 

  ５．大会委員長挨拶  ５．大会副委員長挨拶 

６．競技委員長挨拶       ６．国旗連盟旗後納 

７．DOS注意   ７．大会講評 

  ８．選手宣誓   ８．閉会宣言 

  ９．選手解散   ９．選手解散 

 

 

 



 

 

  脚 立 名前 所属   脚 立 名前 所属 

1 部 

1 

A 助川太一 北大 

2 部 

1 

A 清水孝通 北大 

B 安部匠郎 道科 B 吉田春海 室工 

C 氷見谷馨 北大 C 中村裕人 北大 

D 田口将大 室工 D 小野裕矢 室工 

2 

A 中山俊一 北大 

2 

A 小田原匠 北大 

B 猪股航平 室工 B 菊池涼太 室工 

C 増富大樹 北大 C 樋口誠 北大 

D 井上拓朗 室工 D 遠山隆奎 道科 

3 

A 森明竜馬 北大 

3 

A 長友真裕子 北大 

B 西本成輝 北海 B 馬場塔子 室工 

C 小林海太 北海 C 吉村真美子 北大 

4 

A 伊藤涼音 北大 D 山田和歌子 北大 

B 高橋果歩 北大         

C 後潟夏菜子 北大   
  

  

D 鈴木菜生 文教         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

！競技方法及び競技上の諸注意！ 

１．競技方法は、予選では 70wラウンド。決勝ではセットシステムを採用する。 

２．競技は全日本アーチェリー連盟競技規約により行う。 

３．選手の受付は、2016年度北海道学生アーチェリー連盟会員証により行う。 

４．今大会ではインカレ、AJSAF CUP出場選手の選考を行う。 

５．表彰は男女各 1～3位、各距離賞の表彰を行う。 

６．用具検査は開会式または射場長注意終了後その場で行うので、用具を持って整列する

こと。 

７．競技の合図はブザー、信号を使用する。 

８．予選オープンラウンドの行射時間は 6射 4分とする。 

９．決勝ラウンド 1/32～三位決定戦は全対戦一斉射ち。3射 2分を 1セットとし、5セット

のセットシステムを行う。1セット毎に 3射の合計点で競い、勝者には 2ポイント。敗

者は 0ポイント。引き分けなら 1ポイントずつ。6ポイントを先取した選手が勝利とな

り、その対戦は終了する。5 セット終了後に同点の場合、1 射 40 秒のシュートオフを

行う。 

１０．決勝戦は 1射 20秒を交互射ちで 3射を 1セットとし、5セット行う。第 1セットの

行射順は予選ラウンドの上位者が選択し決定する。2セット目以降は、前のエンドま

での累計ポイントの低い選手が先行となる。両者が同点の場合は、第 1 セットの先

行の選手が先に行射する。1 セット毎に 3 射の合計点で競い、勝者には 2ポイント。

敗者は 0ポイント。引き分けなら 1ポイントずつ。6ポイントを先取した選手が勝利

となり、その対戦は終了する。5 エンド終了時点で同点の場合、1 射 20 秒のシュー

トオフを行う。 

１１．決勝での組み合わせは、予選の順位によって図（最終ページ）のようになる。 

１２．的中孔は全標的について採用する。 

１３．射場内は全面的に食、喫煙を禁止する。また、射場外の芝生には立ち入りを禁止す

る。 

１４．集合時間を厳守すること、遅刻は棄権とみなす。また、回収は速やかに行ってくだ

さい。 

１５．用具破損の修復時間は１５分とする。 

１６．競技規則を通読し、無用なトラブルを避けましょう。 

１７．参加費は３０００円とする。 

１８．時間の都合上、男子女子の決勝戦を同時に行う場合があります。 

 

 



 

 

 

 

 


